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( 科目コード：4000720002EE)

【改訂】第 1 版（2007-03-31）
【科目】物理 II

【科目分類】一般科目　【選択・必修の別】必修　【学期・単位数】後期・2 単位
【対象学科・専攻】電子メディア工学科／電気工学科・2 年次
【担当教員】

狩野 正徳

【授業目標・教育方針】
・波動の基本的な性質が理解できていること。音波、光波の基本が理解できていて、基本的な問題が解けること。
・光の波動性と粒子性、電子の波動性についての基本事項が理解できていること。

【授業概要】
本講義では次の内容について学ぶ。
・波、波の干渉、定常波、反射、屈折、回折
・音波、発音体、共鳴、ドップラー効果
・光波、光の干渉と回折、光の分散と偏光
・粒子と波動の二重性、原子
・放射線とその性質
・物理実験

【教科書・教材・参考書 等】
・改訂版  高等学校  物理 IB、物理 II（数研出版）
・センサー物理 I+II（啓林館）
・新訂物理図解（第一学習社）

【授業形式・視聴覚・機器等の活用】
特になし（主に座学）

【成績評価方法】
［後期］中間試験：35%，期末試験：35%，レポート：20%，その他：定期試験の成績  70％、課題提出  20％、講義に
取り組む姿勢  10％

【本校の学習・教育目標】
◎ (B) 技術的課題解決のための幅広い工学基礎の知識を身につける．

【授業計画】（授業名：物理 II）
回数 授業の主題 内容 レポート・宿題等

第 1 回ー第 7 回
波、波の干渉、定常波、反射、
屈折、回折

波動、横波と縦波、縦波の図示、波のエネルギー、正
弦波を表す要素、正弦波の式、重ね合わせの原理、定
常波、波の干渉、ホイヘンスの原理、波の反射、波の
屈折、波の回折

課題、演習

第 8 回ー第 13 回
音波、発音体、共鳴、ドップ
ラー効果

音波、音の高さ、強さ、大きさ、音の速さ、音の反
射、屈折、回折、音の干渉、うなり、弦の振動、気柱
の振動、共鳴、共振、ドップラー効果（音源が動く場
合、観測者が動く場合、音源と観測者が動く場合）

課題、演習

第 14 回ー第 19 回 光波、光の干渉と回折、光の分
散と偏向

光、光の速さ、光の反射、屈折、レンズを通る光、全
反射、反射・屈折における位相の変化、可視光線の
色、ヤングの実験、回折格子、薄膜による光の干渉、
ニュートン環、光の分散、スペクトル

課題、演習

第 20 回ー第 24 回 粒子と波動の二重性、原子 光の粒子性、光電効果、ｘ線の波動性と粒子性、コン
プトン効果、ド・ブロイ波、電子の波動性、粒子と波
動の二重性、ボーア理論、原子の構成、質量数と同位
体、原子量

課題、演習

第 25 回
ー第 28 回

放射線とその性質 放射能と放射線、半減期、放射能と放射線の測定単
位、放射線の障害と利用、原子力の利用、臨界状態の
制御

課題、演習

第 29 回ー第 30 回 物理実験 気柱の共鳴、光電効果と Planck 定数 課題
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